
 

 
 

株式会社 阪急阪神百貨店 
 
〇現在実施している又は今後実施予定の取組 

毎月３日～７日の「さかなの日」＝「魚を食べる（食べてもらう）日」 

※阪急支店においては、既存の企画と連動させる 

（毎月第３土曜日開催、別紙参照） 

〇鮮魚：旬の魚を打ち出し、対面販売で「魚を選択すること＝サステナ」に触れる 

 ・11月：サバ、サンマ ・12月：カニ ・1月：牡蠣  

・2月：ブリ ・3月：ホタルイカ 

 加えて、期間中は「くじら」の販売も強化 

 ・商業捕鯨になり、食味が大幅に向上している 

 ・反捕鯨運動はあるものの、海の生態系やアニサキス問題など 

「サステナ」につながる 

〇塩干：「サステナ」＝「食文化の継承」と捉える 

地域産業（漁業・加工業）が継続して持続できるよう、対面販売で美味しい食べ

方とともにその地域の歴史や製法、乾燥技術などに触れる 

 ・留萌「塩数の子」 ・村上「塩引き鮭」  

・雑賀崎「灰干し秋刀魚」 ・沼津「あじの開き」 

※ロゴマークを入れた看板およびプライスカードを作成予定 

※感染状況に配慮しながら、試食やイベントも実施していく 

HANKYU FOOD 

７月兵庫マルシェ ８月兵庫マルシェ 


